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( 1 ) 
表-1 形態観察ならびに保存用指地組成
l刻汁寒天沼地 酵母:J!;天I音1世
肉エキス 1.0% 事Z燥信事母(製パン用) 1.0% 
ポリベプトン 1.0% K，HPO. 0.2% 
NaCI 0.3% MgSO，'7H，O 0.01% 
寒天 1.5% 寒ヲE 1.5% 

































































71-1，00.01%， NaCl 0.1% (pH 7.0)を含む慕礎液体
縫地100meを入れ，本菌1向令耳を接種し， 37'C 48時間振
物
( 2 ) 
学
i盆t者養した。










の炭素の比率を40%として算出 し た。 ~紫合:!iltまケ ルダ
ール法2)により測定した。この分析法によって求められた
熔地成分の炭素及び笠紫合室はつぎの通りであった。
培地用試科 C% N% 1;地用試料 C% 1'¥% 
乾燥酵母 15.2 5.72 jに豆粕 20.7 15.7 I 
自己消化処理醇母 2.3 5.30 5%大豆粕抽出液 0.8 13.1 












































b)dH手グルカ ンをJ，mとする測定法 :MIまグルカ ンは二三
崎の方法25)に従って当研究室で調製した。この基tt1喝を





























写真一1 &cillus cereus strain :'¥0.113のli:1汁及び
r'iHIj:~ktfH也 J:における '1-:fl (J荷主主211量)
27'Cで'主fTした凶ー にi重量'1j'1:は必められ与かった UIてよ
り本 l草iはH主，t刊:グラム ~tlt'f:前に a該当するものと判断した。







民JI.娘 Jj[ " t'J材、 観百.~ JCj 1 tt ~R 
形 作 tk カタラーゼ + 
*胞 十 オキ シダーゼ
;1f!foltt ブドウt¥li(般) ト
3民主'(1'での発行 ト OFテスト "fj両手
表-3Bαcillus~1\のおて次鑑別法による 113 (:I.jの件以:
クラム反応 炭水化物の干1!l11':
+ 運動性 7 )レコー ス
形態群* I r.~ アラビノース
5f1J包の形 。sI'形 γ ンニノト
1f1J包のj，r.;民 ，' ，'(. キンロース
l引事のW~& ¥' P反応 十
45tにおける発行 前向をI孟忍ii: 寸ー
65tにおける短打 インドー ル産'1，
pH5.7における1eu 十ー デンプン加水分解 + 
7% NaCl における ~m + セラチンの液化 十
7エン的地，HI!l1 カセインの消化 + 
本 形態r.~




3f.'F !利包IHR状.1'11 立.または f~ttr~ 1/.0 I州事は1釧;主。
( ~ ) 












































o 1 2 3 4日
晴美日数
ロ.ー (NH.)21 PUSを含む沼地・.… KzIPu.を含む培地
• f音後上i'，l8mt当りの治件ー















コーンステープ リカー 1.0%，ポリ ペプトン 1.0%.








( 4 ) 
江総・ 4史1::商事付細胞壁i'#解商事案の研究 - 17ー
表-4 J脅J也の栄婆iJMの種矧と格解rli性
J去従液体 t.'U自にi!，:，blした成分 I庁 J也 lti if~ i.'i ft について
情I也組成 % ~ ，}g i原% 炭~ ~，以% よ/.'¥.1 jg ti pH L.A・ グルカナーゼ・ プロテアーゼ・
H ti % U U 
(.'¥H.):HPO. コーン λテー 7 無添加 1.6 3 8.4 8.1 14.4 4.8 リカー 1.0 
1.2 " クルコーλ 1.0 5.5 3 8.5 7.8 18.8 4.0 
~lgS0..7H ，O ポリベプトン 1.0 無添加 1.2 8.6 11.8 25.6 16.8 
0.02 " 7 )レコー ス1.0 4.2 1 8.2 11. 1 20.8 4.8 
~aC1 O. 02 大¥1..f白 td1m t{~ ï.0 無添加l 1.8 4 7.6 7.1 9.6 10.4 
乾燥酵母 " 1.0 グルコーλ 1.0 6.6 3 7.5 9.1 12.8 8.8 
1.0 4シ 3.0 無添 bl 1.2 3 8.2 12.0 28.0 13.6 
pl7.0 " 3.0 7 }レコー λ 1.0 4.1 3 8.3 12.6 15.2 40.0 
" 5.0 惇 lf bl 0.9 4 8.9 10.7 17.6 41.6 











た結果より，ささ素j品i として 3%大豆粕抽出~をmいた 3
nJ丹美後の1:ir'fの市角干i;r;t't.がhkもつよく， 7ル均ナーゼ
ilit(;I:グルコ ス無t会IJUのj!，l{'j-，フロテアー セはグルコ
ース 1%添加の均合に1tiもzf:iいことが明らかである In! 
れのI岳地においてもグルカナーゼ!H音発 1-2l1でJI}，f:j





I持J也にt事加 培地 結局泊怜につい τ占正日E械{事
塙聾 L.A • グルカ プロテtgt車車1bJ( しと成分 cr.;比 日唖 pl 百 すwゼ.u7ーゼ.v 
II~H，)"IPO. X Il粉 2.2 2 17.1 28.0 9.6 2.4 1.2 0.5 
M，SO.時hO 秒1.0 2.0 3 17 1 38.2 12.8 0.8 0.02 
(:><.CI 0舵 。 2.0 1.8 3 17.6 30.2 13.6 5.6 
位量感母
今 3.0 1.7 3 17.8 13.8 13.6 3.2 1.0 









































































期間 培期養間 L.A* グルカ プロテ
培地組成% 1音地組成% pH すー ゼ* 7ーゼ・
日 日 % U U 
乾燥酵母 2 1.0 2 7.3 17.6 7.4 13.6 K，HPO. 1.0 {表4に同む)
MgSO..7H，O 3 大豆粉 1.0 2 7.7 29.9 7.9 4.0 0.01 A WY 1.0 
N.CI 0.1 
*tl養上清8me当りの活性
表-8 Bacilus cereus 113株の培養条件
前 !* 養 本 t音 養
乾燥酵母 1.0 % 乾燥酵母 1.0 % 
K2HPO. 1.0 % 大豆粉 1.0 % 
MgSO.・7H20 0.02% A W Y 1.0 % 
NaCl 0.1 % (NH‘)zHPO. 1.2 % 
t音土也 100me， pH7 MgSO.・7H20 0.02% 
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Summary 
1. Three strains of microorganisms which able to decompose and grow on yeast cells have been isolated in our 
laboratory as a result of microbial surveysりOneof these isolate， No.1l3 was formed a colony surrounded 
by the lysed zone upon the medium containing 1% of baker's yeast. The strain was aerobic， gram-positive， 
rod骨 shaped，non-motile， endo-sporeforming， catalase positive and acetoin formation positive. From these 
distinctive properties， the strain was identified as belonging to Bacillus ce.，eus 
2. Conditions for the production of lytic enzyme by the bacterium were investigated. When the medium con-
tained 1.2%(NH.) 2HPO.，O.02% MgSO..7H20，O.02% NaCl，l.O% dried baker's yeast and 3.0% soybean cake 
extract or 1.0% soybean meal a1 pH7.0， remarkable production of lytic enzyme in the cullre fluid was 
observed. The addition of 1.0% autolysed and washed baker's yeast was more effective for the production 
of lytic enzyme. 
( 8 ) 
